
 

～ ある日のユニットの様子 ～

 

 

 

                            

平素より、特別養護老人ホームの運営にご理解と 
ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

本年も入居者様に安心して生活して頂くため 

職員一同、一丸となって取り組んでまいりますので、 

今後とも何卒ご理解とご協力の程、 

よろしくお願い申し上げます。 

 

昨年から with コロナという言葉が聞かれ、 

社会生活が少しずつ元に戻りつつあります。 

しかしながら、私共高齢者入所施設においては、 

依然としてハイリスク施設という位置づけであり、感染対策については大きな変化はありません。 

職員たちは、常日頃から感染リスクを下げるため意識を持って日常生活を送っており、本当に頭が下がります。 

そして、ご家族様も自由に会えないもどかしい気持ちやご心配な気持ちなどあることと思いますが、施設のことをご

理解頂き、ご協力くださっていることに大変感謝しております。 

 すこやかも 11 年目にはいり、10 年という節目の年を無事に過ごすことができました。 

今年こそ、一日でも早く平穏な日々が訪れ、皆様が健やかにお過ごしになれますよう心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

それぞれのユニットでいろんな活動をしてい

ます。 

みなさんで集まってまず今日は何をしましょ

うかとおたずねすると、いろんなお話がでてき

ます。 

「ごはん食べて歌うの」「リハビリしながらの

おしゃべりが楽しい」「歌いながらお風呂には

いるのが楽しみよ」「食べるのが好きだから食

事かな」「みんなと一緒に歌や体操をする時間

が大好き」など、いろんなお話がでてきます。 

 

 今日のメニューは、

① ラジオ体操 ②ぱたから口腔体操 ③唱歌 

 

全体で集まることはまだ難しいのですが、そ

れぞれのユニットだからこその活動や、季節の

行事、お誕生日会など、職員がアイデアをだし

て一緒に楽しんでいます。



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
発行責任者：施設長 渡邊美沙 

 

 

 

職員さんが腕をふるうすこやか工房。 

今回は、すこやか開設当初からある 

各フロアの共有スペースの椅子を 

修理しました。 

なかなかの年季もので、やりがいが 

あります。 

 

 

 
座面と背もたれの部分を分解して、新しい布地を張っていきます。 

＜広報委員会より＞ 

令和 5 年は卯年です。昭和 38 年

生まれの私は年男であります。還

暦といえば赤いチャンチャンコと帽

子でお祝いの宴でしたが、今では

まだまだ働かないといけないし、コ

ロナで祝宴はできずに、単なる通

過点となっています。コロナ禍で

平々凡々とした日々を送ることが

如何に大変なことかということを学

びました。入居者様におかれまして

もあたり前に思われがちな日々を

安心安全に過ごして頂けるよう職

員一同、力を合わせて取り組んで

まいります。今年もよろしく 

お願いいたします。 （岡﨑） 

 

ユニット内の入居者様

が集まる共用部分は、 

職員が考えたクリスマス

の飾りつけがされていま

す。 

モールを使って壁に 

ツリーをつくったものや、

入居者様が折った折り紙

や塗り絵をはったりしたも

のなど、明るい色が目に

留まって、少しいつもと違

った雰囲気がわくわくした

気持ちにさせてくれます。 

こんなに綺麗に 

生まれ変わりました。 

いつかご家族様が 

フロアにもお越し頂けるよ

うになった際は 

ぜひ探してみてください。 


